
環境行政の動き（2006-2014）と群馬県の環境の現状

 Ⅰ　計画概要編（基本構想） Ⅱ　行動計画編 

年度 群馬県の取組 国等の動き

2006 環境ＧＳ認定制度創設群馬県流域別環境基準維持達成計画策定

2007

尾瀬国立公園誕生(29番目の国立公園)
第10次鳥獣保護事業計画策定
群馬県一般廃棄物処理マスタープラン（県広域化
計画）策定

尾瀬ビジョン策定
エコツーリズム推進法制定
第三次生物多様性国家戦略策定

2008 尾瀬学校開始 生物多様性基本法制定
京都議定書第１約束期間（～2012）

2009 群馬県地球温暖化防止条例制定群馬県土壌汚染対策専門家会議設置
尾瀬国立公園シカ管理方針策定
生物多様性国家戦略2010策定

2010

環境基本計画(2006-2015)中間見直し
群馬県地球温暖化対策実行計画（2011-2020）
策定
群馬県循環型社会づくり推進計画策定

生物多様性条約第10回締約国会議(COP10)開催
生物多様性地域連携促進法制定
東日本大震災・福島第一原子力発電所事故発生

2011 第11次鳥獣保護事業計画策定群馬県バイオマス活用推進計画策定
放射性物質汚染対処特別措置法制定
環境教育等促進法改正

2012
群馬県レッドデータブック改訂
渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録
電源群馬プロジェクト開始

生物多様性国家戦略2012-2020策定

2013
群馬県土砂等による埋立て等の規制に関する条例
制定
群馬県次世代自動車充電インフラ整備ビジョン策定

2014
ぐんま緑の県民基金事業の創設
群馬県希少野生動植物の種の保護に関する条例制定
群馬県環境学習等推進行動計画策定

地域自然資産法制定

温室効果ガス

平成25年度の県内の温室効果ガス排出量は
18,699千t-CO2で、東日本大震災後のエネル
ギー情勢の変化により、電力１kWh当たりの二
酸化炭素排出量が増えているため、震災後は二
酸化炭素の排出量の削減が進んでいません。

温室効果ガスの県内排出量と
一人当たり二酸化炭素排出量の推移
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Ⅲ　森林環境の保全

Ⅳ　生活環境の保全と創造

Ⅴ　持続可能な循環型社会づくり 

●森林ボランティア活動や森林学習会などへ参加します。

●自分の所有する森林に関心を持ち、手入れをします。

●住宅建築などで県産材の利用に努めます。

●合
がっ

併
ぺい

処
しょ

理
り

浄
じょう

化
か

槽
そう

を設置します。

●浄化槽の維持管理をします。

●家の排水を下水道などに接続します。

●テレビ、楽器の音量やペットの鳴き声などの騒音に気をつけます。

●使用済乾電池、蛍光灯、バッテリーなどの有害ごみの分別を徹底します。

● 洗剤、医薬品など家庭生活における化学製品を適正に使用・管理します。

●ポイ捨てをなくし、身近な環境美化に努めます。

●庭やベランダなどを積極的に緑化します。

●農林産物を購入するときは、地元で収穫された旬のものを積極的に

　選ぶ「地産地消」を実践します。

●身近な里地・里山の手入れをします。

●買いすぎ、食事の作りすぎに注意して、ごみをできるだけ出さないようにします。

●エコ・クッキングに努めます。

●生ごみの水切り、堆
たい

肥
ひ

化を実践します。

●買い物袋（マイバッグ）を持参し、レジ袋は辞退します。

●使い捨て商品や過剰包装商品の使用を控えます。

●リユース品やリサイクル品を積極的に購入します。

●使い終わった食品トレーやペットボトルは、ごみではなく、リサイクル用に回収してもらいます。

●市町村が設定する分別区分に応じたごみの分別排出を徹底します。

●小型家電リサイクル法対象の使用済小型家電製品は、市町村の回収に出します。
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群馬県環境基本計画 2016-2019
計画概要編 行動計画編

～みんなでできる取組～

　群馬県ではこれまで、２次にわたる環境基本計画を策定し、環境行政に取り組んできました。
この間に、東日本大震災の発生やこれに伴う再生可能エネルギーへの関心の高まり、人口減少社
会の到来など、社会経済情勢は大きく変化しました。こうした変化に対応し、新たな環境行政
を展開していくため、平成28年度からの４か年を計画期間とした ｢群馬県環境基本計画2016-
2019｣ をスタートさせました。
　この新しい計画を県民・事業者の皆様に知っていただくため、普及版として“計画概要編”を
作成しました。
　また、あわせて、環境への負荷が少ない生活を実践していくための指針として“行動計画編”
を新たに策定しました。県民の皆様の活動の拠り所として、ご活用いただければ幸いです。

平成28年　群馬県

Ⅵ　全ての主体が参加する環境保全の取組

●家族で環境について話し合い、できることから行動します。

●環境に関心を持ち、環境学習会や自然観察会に参加します。

●環境ボランティア、森林ボランティア活動に参加します。

●地域の一員として、地域の環境を守る活動に参加します。

●買い物袋（マイバッグ）を持参し、レジ袋は辞退します。

＊１　 ぐんま緑の県民基金事業：平成26年４月から導入した「ぐんま緑の県民税」を財源として、水源地域
等の森林整備、ボランティア活動・森林環境教育の推進、市町村提案型事業に取り組んでいます。

＊２　 フロン類：塩素、フッ素、炭素を含んだ人工化合物で、学術的にはフルオロカーボン類といい、その
化学構造によりCFC（クロロフルオロカーボン）、HCFC（ハイドロクロロフルオロカーボン）、HFC（ハ
イドロフルオロカーボン）等に区分されます。

＊３　 外来生物：人間の活動によって、本来の生息地とは異なる地域に人為的に持ち込まれた生物のことです。

＊４　 施業の集約化：隣接する複数の所有者の森林を取りまとめ、林業事業者等が路網整備や間伐等の森林
施業を一括して実施することです。

＊５　利用間伐：伐採した木材を搬出して利用する間伐のことです。搬出間伐、収入間伐ともいいます。

＊６　 汚水処理人口普及率：下水道処理のほか、農業集落排水処理施設、合併処理浄化槽、コミュニティ・
プラント処理施設等の整備されている人口が、県の行政人口に対して占める割合のことです。

＊７　地産地消：地域で生産されたもの（農産物等）を地域で消費することです。

＊８　２Ｒ：リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）のことです。

＊９　 バイオマス：木材、海藻、生ごみ、紙、動物の死がい、ふん尿、プランクトンなどの再生可能な生物
由来の有機性資源のことで、石油などの化石資源を除いたもの。バイオマスは植物が成長過程で光合
成により大気中の二酸化炭素を固定して作り出した有機物に由来するため、燃焼しても実質的には大
気中の二酸化炭素の増減に影響を与えません。

＊10　 循環資源：廃棄物のうち、有用なもの。「循環型社会形成推進基本法」（平成12年法律第110号）では
循環資源については循環的な利用（再使用、再生利用、熱回収）を図るべき旨を規定しています。

＊11　 水平リサイクル：使用済の製品から回収した資源が同一種類の製品の原材料として再利用される資源
循環のことです。

　群馬県環境森林部環境政策課　〒371-8570　前橋市大手町1-1-1
　電話　027-223-1111（代表）　内線2815　　FAX 027-243-7702
　表紙の写真　ラムサール条約湿地「芳ヶ平湿原」（中之条町提供）

用語解説

 Ⅱ　行動計画編


